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出
原
隆
俊
教
授
略
歴

一
九
五
一
年
五
月

大
阪
府
貝
塚
市
に
生
ま
れ
る
︒

︿
学
歴
﹀

一
九
七
〇
年
三
月

大
阪
府
立
三
国
ヶ

丘
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
七
年
三
月

京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
攻
卒
業

一
九
七
九
年
三
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
国
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了

一
九
八
一
年
三
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
中
退

二
〇
一
〇
年
一
一
月

博
士
︵
文
学
︶
︵
大
阪
大
学
︶

︿
職
歴
﹀

一
九
八
一
年
四
月

広
島
女
子
大
学
文
学
部
講
師

一
九
八
四
年
四
月

広
島
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
八
六
年
四
月

京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
助
教
授

一
九
八
九
年
四
月

大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
九
九
年
一
一
月

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

語文106・107（2017･� 大阪大学国語国文学会）



171

︿
非
常
勤
講
師
歴
﹀

京
都
大
学
文
学
部
︑
九
州
大
学
比
較
社
会
文
化
研
究
院
︑
岡
山
大
学
教
育
学
部
︑
愛
媛
大
学
法
文
学
部
︑
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
︑
京
都
教
育
大

学
教
育
学
部
︑
京
都
府
立
大
学
文
学
部
︑
大
阪
女
子
大
学
文
学
部
︑
大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
研
究
科
︑
京
都
女
子
大
学
文
学
部
︑
同
志
社
大

学
文
学
研
究
科
︑
同
志
社
女
子
大
学
文
学
部
︑
龍
谷
大
学
文
学
部
︑
神
戸
女
子
大
学
文
学
部

︿
学
会
等
役
員
﹀

日
本
近
代
文
学
会

評
議
委
員
︵
一
九
八
八
年
四
月
～
二
〇
一
六
年
三
月
︶

運
営
委
員
︵
二
〇
〇
〇
年
四
月
～
二
〇
〇
二
年
三
月
︶

編
集
委
員
︵
二
〇
〇
三
年
四
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月
︶



172

出
原
隆
俊
教
授
論
著
目
録

︿
著

書
﹀

︵
単
著
︶
﹃
異
説

日
本
近
代
文
学
﹄

二
〇
一
〇
年
一
月

大
阪
大
学
出
版
会

︵
単
著
︶
﹃
二
百
十
日
・
野
分
﹄

二
〇
一
六
年
一
一
月

岩
波
書
店

︵
共
著
︶
﹃
漱
石
全
集
﹄
第
三
巻

一
九
九
四
年
二
月

岩
波
書
店

︵
共
著
︶
﹃
新
日
本
古
典
文
学
大
系

明
治
篇

キ
リ
ス
ト
者
文
学
集
﹄

二
〇
〇
二
年
一
二
月

岩
波
書
店

︵
共
著
︶
﹃
鷗
外
近
代
小
説
集
﹄
第
五
巻

二
〇
一
三
年
一
月

岩
波
書
店

︿
論

文
﹀

﹁
蓬
莱
曲
﹂
考
︱
﹁
塵
の
形
骸
﹂
の
﹁
義
の
児
﹂
︱

一
九
七
九
年
一
二
月

﹁
国
語
国
文
﹂
四
八
巻
一
二
号

透
谷
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
学
評
論
の
受
容
に
つ
い
て

︱
人
生
相
渉
論
争
へ
の
一
視
界
︱

一
九
八
一
年
五
月

﹁
国
語
国
文
﹂
五
〇
巻
五
号

﹁
他
界
﹂
と
﹁
崇
高
﹂
︱
人
生
相
渉
論
争
開
幕
前
夜
の
検
討
︱

一
九
八
二
年
八
月

﹁
国
語
国
文
﹂
五
一
巻
八
号

人
生
相
渉
論
争
開
幕
の
周
辺

一
九
八
二
年
一
〇
月

﹁
日
本
近
代
文
学
﹂
二
九
集

透
谷
に
お
け
る
﹁
ハ
ム
レ
ッ
ト
﹂
受
容
の
意
味
に
つ
い
て

︱
人
生
相
渉
論
争
の
底
流
︱

一
九
八
三
年
六
月

﹁
国
語
国
文
﹂
五
二
巻
六
号

洋
行
と
〝

か
ら
ゆ
き
〟

︱
反
﹁
舞
姫
﹂
小
説
の
位
相
︱

一
九
八
五
年
三
月

﹁
文
学
﹂
五
三
巻
三
号

︿
無
気
味
﹀
の
系
譜
︱
明
治
二
十
年
代
前
期
文
学
の
一
端
︱

一
九
八
五
年
一
一
月

﹁
文
学
﹂
五
三
巻
一
一
号

岡
保
生
﹃
近
代
文
学
の
異
端
者
﹄

一
九
八
五
年
一
二
月

﹁
國
文
学
﹂
三
〇
巻
一
五
号

小
泉
浩
一
郎
﹃
森
鷗
外
論

実
証
と
批
評
﹄

一
九
八
五
年
一
二
月

﹁
國
文
学
﹂
三
〇
巻
一
五
号

蓮
華
寺
の
鐘
︱
﹃
破
戒
﹄
読
解
の
試
み

一
九
八
七
年
一
月

﹁
国
語
国
文
﹂
五
六
巻
一
号

﹃
破
戒
﹄
・
﹁
蒲
団
﹂
の
周
辺

︱
教
師
・
腰
弁
・
空
想
・
自
意
識
︱

一
九
八
七
年
六
月

﹁
京
都
教
育
大
学
国
文
学
会
誌
﹂
二
二
号

明
治
の
社
会
主
義
文
学

一
九
八
八
年
六
月

﹁
國
文
学
﹂
三
三
巻
七
号

語文106・107（2017･� 大阪大学国語国文学会）
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反
戦
文
学
の
系
譜

一
九
八
八
年
六
月

﹁
國
文
学
﹂
三
三
巻
七
号

大
逆
事
件
と
文
学

一
九
八
八
年
六
月

﹁
國
文
学
﹂
三
三
巻
七
号

お
力
の
登
場
︱
﹁
に
ご
り
え
﹂
に
お
け
る
︿
借
用
﹀
に
つ
い
て

一
九
八
八
年
七
月

﹁
文
学
﹂
五
六
巻
七
号

近
代
文
学
と
﹁
東
京
﹂

鷗
外
の
場
合

一
九
八
九
年
五
月

﹁
日
本
近
代
文
学
﹂
四
〇
集

鷗
外
と
そ
の
時
代
・
都
市
︵
都
市
問
題
・
市
区
改
正
︶

一
九
八
九
年
一
〇
月

﹁
別
冊
國
文
学
﹂
三
七
号

﹁
源
叔
父
﹂
の
方
法

一
九
九
〇
年
一
一
月

﹁
語
文
﹂
︵
大
阪
大
学
︶

五
五
輯

﹁
た
け
く
ら
べ
﹂
の
成
立
基
盤

一
九
九
一
年
一
二
月

﹁
国
語
国
文
﹂
六
〇
巻
一
二
号

﹁
舞
姫
﹂
私
読
︱
﹁
罪
と
罰
﹂
と
比
較
し
つ
つ

一
九
九
一
年
一
二
月

﹁
待
兼
山
論
叢
﹂
︵
文
学
篇
︶
二
五
号

︿
ユ
ー
ト
ピ
ア
﹀
の
諸
相

一
九
九
二
年
六
月

﹃
日
本
文
学
史
を
読
む
﹄
︵
世
界
思
想
社
︶

中
上
健
次
﹃
奇
蹟
﹄

一
九
九
二
年
九
月

﹁
國
文
学
﹂
三
七
巻
一
一
号
九
月
臨
時
号

村
田
喜
代
子
﹃
鍋
の
中
﹄

一
九
九
二
年
九
月

﹁
國
文
学
﹂
三
七
巻
一
一
号
九
月
臨
時
号

﹁
に
ご
り
え
﹂
の
︿
彼
の
人
﹀

一
九
九
四
年
四
月

﹁
文
学
﹂
五
巻
二
号
︵
一
九
九
四
年
春
︶

透
谷
と
ド
イ
ツ
哲
学
・
文
学
評
論

一
九
九
四
年
五
月

﹃
透
谷
と
近
代
日
本
﹄
︵
翰
林
書
房
︶

森
鷗
外
﹃
青
年
﹄
︱
時
代
思
潮
の
中
の
小
泉
純
一

一
九
九
四
年
六
月

﹁
國
文
学
﹂
三
九
巻
七
号

︽
樋
口
一
葉
︾
の
小
説
作
法
︵
さ
く
ほ
う
︶

一
九
九
四
年
一
〇
月

﹁
國
文
学
﹂
三
九
巻
一
一
号

﹁
闇
夜
﹂
の
背
後

一
九
九
五
年
五
月

﹁
日
本
近
代
文
学
﹂
五
二
集

﹃
十
三
夜
﹄
を
統
合
す
る
も
の
︱
︽
擦
れ
︾
の
機
能
︱

一
九
九
五
年
六
月

﹁
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

﹂
六
〇
巻
六
号

甦
え
る
古
語
︱
ウ
ツ
シ
ヨ
の
行
方

一
九
九
六
年
九
月

﹁
國
文
学
﹂
四
一
巻
一
一
号

︽
典
拠
︾
と
︽
借
用
︾
︱
水
揚
げ
・
出
奔
・
︽
孤
児
︾
物
語

一
九
九
六
年
一
一
月

﹃
論
集
樋
口
一
葉
﹄
︵
お
う
ふ
う
︶

﹁
貧
民
倶
楽
部
﹂
の
周
辺

一
九
九
七
年
三
月

﹁
叙
説
﹂
二
四
号

鷗
外
が
多
用
す
る
表
現
に
つ
い
て

︱
﹁
山
椒
大
夫
﹂
を
中
心
に
︱

一
九
九
七
年
五
月

﹃
講
座
・
森
鷗
外
﹄
二
︵
新
曜
社
︶

︿
下
層
﹀
と
い
う
光
景

︱
荷
風
﹁
あ
め
り
か
物
語
﹂
︑
﹁
ふ
ら
ん
す
物
語
﹂
の
一
面

一
九
九
七
年
九
月

﹃
異
文
化
と
の
遭
遇
﹄
︵
笠
間
書
院
︶

小
六
と
い
う
︿
他
者
﹀
︱
御
米
と
火
鉢

一
九
九
七
年
一
一
月

﹃
漱
石
研
究
﹄
九
︵
翰
林
書
房
︶
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鷗
外
と
漱
石

一
九
九
八
年
一
月

﹁
國
文
学
﹂
四
三
巻
一
号

﹁
半
日
﹂

一
九
九
八
年
一
月

﹁
國
文
学
﹂
四
三
巻
一
号

鷗
外
作
品
に
お
け
る
︿
狂
気
﹀

一
九
九
八
年
一
〇
月

﹁
語
文
﹂
︵
大
阪
大
学
︶

七
一
輯

丸
谷
才
一

一
九
九
九
年
二
月

﹁
國
文
学
﹂
四
四
巻
三
号
臨
時
号

村
田
喜
代
子

一
九
九
九
年
二
月

﹁
國
文
学
﹂
四
四
巻
三
号
臨
時
号

﹁
誰
も
知
ら
ぬ
﹂
試
論
︱
太
宰
の
鷗
外
受
容
の
一
端

一
九
九
九
年
六
月

﹃
太
宰
治
研
究
﹄
六
︵
和
泉
書
院
︶

﹃
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め
の
嬉
遊
曲
﹄

一
九
九
九
年
七
月

﹁
國
文
学
﹂
四
四
巻
九
号

︱
八
〇
年
代
の
﹁
遅
れ
て
き
た
青
年
﹂
の
戦
略

﹁
高
瀬
舟
﹂
異
説

一
九
九
九
年
九
月

﹃
森
鷗
外
研
究
﹄
八
︵
和
泉
書
院
︶

洋
行
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
見
た
夢

二
〇
〇
一
年
四
月

週
刊
朝
日
百
科

﹃
世
界
の
文
学
﹄
九
一

︿
心
﹀
と
︿
外
部
﹀
︱
漱
石
作
品
の
一
端

二
〇
〇
二
年
三
月

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
広
域
文
化
表
現
論
講
座
共
同
研
究
研
究

成
果
報
告
書
﹃
︿
心
﹀
と
︿
外
部
﹀
︱
表
現
・
伝
承
・
信
仰
と
明
恵

﹃
夢
記
﹄
﹄

﹁
春
﹂
の
背
景

︱
﹃
透
谷
全
集
﹄
と
風
葉
﹃
青
春
﹄
︱

二
〇
〇
二
年
九
月

﹃
島
崎
藤
村
研
究
﹄
三
〇
︵
双
文
社
出
版
︶

透
谷
と
鑑
三
・
透
谷
と
愛
山
の
一
側
面

二
〇
〇
二
年
一
二
月

﹃
キ
リ
ス
ト
者
文
学
集
﹄
︵
岩
波
書
店
︶

﹃
都
の
花
﹄
と
﹃
な
に
は
が
た
﹄
︱
︿
関
西
文
人
﹀
の
位
置

二
〇
〇
三
年
三
月

﹁
阪
大
近
代
文
学
研
究
﹂
創
刊
号

﹁
明
暗
﹂
論
の
出
発

二
〇
〇
三
年
三
月

﹁
国
語
国
文
﹂
七
二
巻
三
号

三
島
作
品
に
お
け
る
︿
内
部
﹀
と
︿
外
部
﹀
︱
﹁
金
閣
寺
﹂
を
中
心
に

二
〇
〇
四
年
二
月

﹁
語
文
﹂
︵
大
阪
大
学
︶

八
〇
・
八
一
輯

作
家
の
妻
と
い
う
問
題
︱
︿
森
し
げ
﹀
の
作
品
を
中
心
に

二
〇
〇
四
年
三
月

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

別
冊
﹃
女
性
作
家
︽
現
在
︾
﹄
︵
至
文
堂
︶

︿
内
部
﹀
と
︿
外
部
﹀
と
い
う
問
題
︱
日
本
近
代
文
学
の
一
面

二
〇
〇
四
年
四
月

﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
八
一
巻
四
号

泉
鏡
花
作
品
に
お
け
る
︿
内
﹀
と
︿
外
﹀
︱
︿
魔
﹀
を
中
心
に

二
〇
〇
四
年
七
月

﹁
文
学
﹂
隔
月
刊
五
巻
四
号

一
葉
小
説
に
お
け
る
︿
仕
草
﹀
︱
﹁
わ
か
れ
道
﹂
を
中
軸
に

二
〇
〇
五
年
一
一
月

﹁
国
語
国
文
﹂
七
四
巻
一
一
号

透
谷
用
語
の
在
り
か
︱
﹁
罪
と
罰
﹂
批
評
に
つ
い
て

二
〇
〇
六
年
三
月

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

別
冊
﹃
北
村
透
谷
︱
︽
批
評
︾
の
誕
生
﹄
︵
至
文
堂
︶

透
谷
に
お
け
る
︿
内
部
﹀
と
︿
外
部
﹀

二
〇
〇
七
年
六
月

﹃
北
村
透
谷
研
究
﹄
一
八
︵
有
精
堂
出
版
︶

Ｋ
の
代
理
と
し
て
の
私

二
〇
〇
七
年
一
〇
月

﹁
国
語
国
文
﹂
七
六
巻
一
〇
号



175

︱
﹁
心
﹂
に
お
け
る
言
葉
の
︿
連
鎖
﹀
に
つ
い
て

裏
側
か
ら
読
む
﹁
心
﹂

二
〇
〇
七
年
一
二
月

﹁
語
文
﹂
︵
大
阪
大
学
︶

八
九
輯

芥
川
﹁
疑
惑
﹂
と
鷗
外
・
志
賀
直
哉

二
〇
〇
八
年
三
月

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
広
域
文
化
表
現
論
講
座

二
〇
〇
五
～

二
〇
〇
七
年
度
共
同
研
究
報
告
書
﹃
テ
ク
ス
ト
の
生
成
と
変
容
﹄

﹁
金
閣
寺
﹂
の
構
成
意
識

二
〇
〇
九
年
二
月

﹃
三
島
由
紀
夫
研
究
﹄
七
︵
鼎
書
房
︶

郊
外
と
貧
民
窟

二
〇
〇
九
年
三
月

日
本
学
術
振
興
会
人
文
・
社
会
科
学
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
事
業

研
究
領
域
Ｖ
-
�

文
学
・
芸
術
の
社
会
的
媒
介
機
能
﹁
芸
術
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
関
す
る
実
践
的
研
究
﹂
研
究
報
告
書

芸
術
は
社
会
を
動
か
せ
る
の
か
？

二
〇
〇
九
年
三
月

﹃
文
学
・
芸
術
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
﹄
︵
東
信
堂
︶

欧
州
へ
︱
﹁
舞
姫
﹂
か
ら
﹁
新
生
﹂
ま
で

二
〇
〇
九
年
一
一
月

﹃
旅
立
ち
の
か
た
ち
﹄
︵
和
泉
書
院
︶

横
光
の
鷗
外
翻
訳
作
品
等
の
利
用
に
つ
い
て

二
〇
一
一
年
三
月

﹁
阪
大
近
代
文
学
研
究
﹂
九
号

﹁
愛
と
美
に
つ
い
て
﹂
と
高
木
貞
治
述
﹃
過
度
期
ノ
数
学
﹄

二
〇
一
一
年
六
月

﹃
太
宰
治
研
究
﹄
一
九
︵
和
泉
書
院
︶

芥
川
の
鷗
外
受
容
の
一
面

︱
﹃
偸
盗
﹄・﹃
孤
独
地
獄
﹄
と
﹃
黄
金
杯
﹄・﹃
百
物
語
﹄
︱

二
〇
一
二
年
三
月

﹁
香
椎
潟
﹂
五
六
号

︿
傍
観
者
﹀
の
系
譜

二
〇
一
二
年
六
月

﹁
語
文
﹂
︵
大
阪
大
学
︶

九
八
輯

﹃
鼠
坂
﹄
の
周
辺

二
〇
一
三
年
一
月

﹁
文
学
﹂
隔
月
刊
一
四
巻
一
号

そ
れ
で
も
︿
日
記
﹀
を
記
す
こ
と

︱
﹃
舞
姫
﹄
の
手
記
の
実
態
に
つ
い
て

二
〇
一
三
年
四
月

﹃
森
鷗
外
﹃
舞
姫
﹄
を
読
む
﹄
︵
勉
誠
出
版
︶

﹁
廓
内
の
帰
り
﹂
は
朝
帰
り
か
？

︱
﹁
た
け
く
ら
べ
﹂
注
釈
を
め
ぐ
っ
て
︱

二
〇
一
五
年
三
月

﹁
阪
大
近
代
文
学
研
究
﹂
一
三
号

﹁
猿
ヶ

島
﹂
小
考
︱
﹁
俊
寛
﹂
に
触
れ
て
︱

二
〇
一
六
年
六
月

﹃
太
宰
治
研
究
﹄
二
四
︵
和
泉
書
院
︶

︿
書

評
﹀

関
礼
子
著
﹃
姉
の
力

樋
口
一
葉
﹄

一
九
九
四
年
四
月

﹁
國
文
学
﹂
三
九
巻
五
号

尾
西
康
充
著
﹃
北
村
透
谷
論
︱
近
代
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
潮
流
の
中

一
九
九
八
年
九
月

﹁
日
本
文
学
﹂
四
七
巻
九
号



176

で
﹄

北
川
秋
雄
著
﹃
一
葉
と
い
う
現
象
︱
明
治
と
樋
口
一
葉
︱
﹄

一
九
九
九
年
一
〇
月

﹁
日
本
近
代
文
学
﹂
六
一
集

山
田
俊
治
・
十
重
田
裕
一
・
笹
原
宏
之
編
著
﹃
山
田
美
妙
﹃
竪
琴
草

紙
﹄
本
文
の
研
究
﹄

二
〇
〇
一
年
一
月

﹁
國
文
学
﹂
四
六
巻
一
号

山
田
有
策
著
﹃
深
層
の
近
代

鏡
花
と
一
葉
﹄

二
〇
〇
一
年
一
二
月

﹁
泉
鏡
花
研
究
会
会
報
﹂
一
七
号

佐
々
木
雅
発
著
﹃
独
歩
と
漱
石

汎
神
論
の
地
平
﹄

二
〇
〇
六
年
一
一
月

﹁
日
本
近
代
文
学
﹂
七
五
集

︿
学
会
時
評
﹀

春
季
大
会
印
象
記

一
九
八
六
年
九
月

﹁
日
本
近
代
文
学
会
会
報
﹂
六
五
号

平
成
九
年
︵
自
	

月
至

月
︶
国
語
国
文
学
界
の
展
望
︵
Ⅱ
︶

12

︿
近
代
﹀
森
鷗
外

一
九
九
八
年
一
〇
月

﹁
文
学
・
語
学
﹂
一
六
一
号

秋
季
大
会
印
象
記

二
〇
一
〇
年
四
月

﹁
日
本
近
代
文
学
会
会
報
﹂
一
一
二
号

︿
随

想
﹀

東
京
に
い
た
と
い
う
こ
と

一
九
八
四
年
八
月

﹁
広
島
女
子
大
国
文
﹂
創
刊
号

︿
語
部
﹀
を
訪
ね
て
︵
特
集
・
原
爆
と
私
︶

一
九
八
五
年
八
月

﹁
広
島
女
子
大
国
文
﹂
二
号

賀
茂
泉

礼
賛
︵
特
集
・
友
久
先
生
を
送
る
︶

一
九
八
八
年
八
月

﹁
広
島
女
子
大
国
文
﹂
五
号




